心エコー


心臓の解剖
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走査部位と基本断面

	走査

部位
	基本断面
	画像のチェックポイント

	胸

骨

傍
	左

室

長

軸

断

面

①
	僧帽弁正中部

(最も基本的な断面)
	僧帽弁・大動脈弁の形態・動き、器質的変化・逆流・乱流の有無

左室壁の動き・厚さ　　　中隔欠損の有無

大動脈径：左房径＝１：１

	
	
	僧帽弁前交連部
	僧帽弁－腱索－乳頭筋の連続性

僧帽弁の逸脱・疣贅・逆流・乱流の有無

	
	
	僧帽弁後交連部
	

	
	左

室

短

軸

断

面

②
	大動脈基部レベル
	大動脈弁･三尖弁･肺動脈弁の動き、器質的変化･逆流･狭窄の有無

左房の大きさ、血栓の有無

	
	
	僧帽弁弁口レベル
	僧帽弁の動き、器質的変化・逆流・狭窄の有無

僧帽弁の弁口面積の計測　　　左室壁の動き・厚さ

	
	
	腱索レベル
	腱索の断裂の有無、長さ　　　左室壁の動き・厚さ

大動脈弁の逆流・短絡の有無　　　左室・右室の大きさ

	
	
	乳頭筋レベル
	左室壁の動き・厚さ　　　左室・右室の大きさ

大動脈弁の逆流・短絡の有無

	
	
	心尖部レベル
	左室壁の動き・厚さ　　　左室の大きさ、短絡血流の有無

	
	右室流出路長軸断面③
	肺動脈弁の動き、器質的変化・逆流・狭窄の有無

右室流出路の大きさ・厚さ

	
	右室流入路長軸断面④
	三尖弁の動き、器質的変化・逆流・狭窄の有無

	
	四腔断面⑤
	四腔の相対的な大きさ　　　中隔の短絡の有無

房室弁の動き、器質的変化・逆流・狭窄の有無

	心

尖

部
	四腔断面⑥
	心尖の血栓・心室瘤の有無　　　四腔の相対的な大きさ

房室弁の動き、器質的変化・逆流・狭窄の有無　　　中隔の短絡

	
	二腔断面⑦
	左室壁の動き

	
	左室長軸断面⑧
	左室壁の動き

僧帽弁・大動脈弁の動き、器質的変化・逆流・狭窄の有無

	心窩

部
	四腔断面⑨
	心膜液貯留の有無　　　中隔の短絡の有無

	
	矢状断面⑩
	下大静脈と右房との連続性の確認　　　三尖弁の逆流の有無

	胸骨

上窩
	長軸断面⑪
	大動脈瘤、大動脈狭窄症などの大動脈疾患の有無

	
	前額断面⑫
	上大静脈の太さと右房との連続性の確認


　①胸骨傍左室長軸断面
[image: image6.png]


P.66(左房内血栓)　　　P.168(僧帽弁逸脱症候群)
P.242(急性左心不全)
P.245(原発性肺高血圧症)
P.263(Valsalva洞動脈瘤破裂)
P.266(心室中隔欠損症)　　　P.283(Fallot四徴症)
P.294(感染性心内膜炎･大動脈弁閉鎖不全症)
P.297(感染性心内膜炎)

P.303(僧帽弁閉鎖不全症)
P.307(Marfan症候群)　　　P.420(心タンポナーデ)
P.434(左房粘液腫)　　　P.438(左房粘液腫)
P.463(大動脈弁閉鎖不全症･大動脈解離)
②胸骨傍左室短軸断面
P.248(心房中隔欠損症)
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P.412(心嚢内液体貯留)
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　⑤胸骨傍四腔断面
P.266(心室中隔欠損症)
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　⑨心窩部四腔断面
　⑥心尖部四腔断面
P.299(リウマチ性僧帽弁閉鎖不全症)

　⑧心尖部左室長軸断面
P.327(心不全･大動脈弁閉鎖不全症)
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⑪胸骨上窩長軸断面
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Mモード法の計測と正常値

	
	模式図
	正常値
	備考

	僧

帽

弁

位
	[image: image13.png]Pulmonary valve (PV)
IHEDAR S

Left atrium (LA) £5&
Aortic valve (AV) KBRS
Mitral valve (MV) B985
Chordae tendineae (CT) %

Right atrium (RA) 75

Tricuspid valve (TV) Z&# Papillary muscle (PM) FL3ARS

Left ventricle (LV) %

Right ventricle (RV) HE Interventricular septum (IVS)

DEDRE




	DDR(E-F0 slope)…70～150mm/s

E波振幅…20～30mm

A/E比…0.5～0.9
	僧帽弁拡張期後退速度(DDR)は、僧帽弁狭窄症の診断に用いられてきた

	左

室

腔

位
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	IVSTd(心室中隔壁厚)…7～12mm

LVPWTd(左室後壁厚)…7～12mm

LVDd(左室拡張末期径)…40～55mm

LVDs(左室収縮末期径)…30～45mm

RVDd(右室拡張期径)…13～22mm

IVSE(心室中隔振幅)…3～9mm

PWE(左室後壁振幅)…9～17mm
	LVDdは心電図のR波の頂点に相当し、LVDsは心電図T波の終点or心音図Ⅱaの開始点に相当する

	大

動

脈

弁

位
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	AoD(大動脈径)…20～35mm

LAD(左房径)…20～35mm
	AoDは心電図のR波の頂点に相当し、LADは心電図T波の終点or心音図Ⅱaの開始点に相当する

	肺

動

脈

弁

位
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	e-f slope…20～70mm/s

a波振幅…2～7mm
	肺高血圧症や右室拡大で観察が容易となる

	三

尖

弁

位
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アプローチ中のMモード心エコー図
　僧帽弁位Mモード…P.67(僧帽弁狭窄症)、P.335(僧帽弁狭窄症･血栓塞栓症)、P.418(左房粘液腫)、P.426(閉塞性肥大型心筋症)
　

左室腔位Mモード…P.170B(拡張型心筋症)、P.245(原発性肺高血圧症)、P.314(感染性心内膜炎or大動脈弁閉鎖不全症)、P.410(急性心筋炎)、P.496(心嚢液貯留)
　

大動脈弁位Mモード…P.170A(拡張型心筋症)
主な心疾患の心エコー所見

	
	心エコー所見

	後

天

性

心

疾

患
	弁

膜

症
	僧帽弁狭窄症

MS
	断層法→僧帽弁の開放制限、拡張期に前尖のドーム形成etc.

Mモード法→僧帽弁の肥厚・輝度増強、DDRの低下etc.

	
	
	僧帽弁閉鎖不全症

MR
	カラーDoppler法→僧帽弁逆流信号の証明

断層法･Mモード法→僧帽弁の器質的変化、弁尖の接合不全etc.

	
	
	大動脈弁狭窄症

AS
	断層法･Mモード法→大動脈弁の肥厚･輝度増強、弁の開放制限

	
	
	大動脈弁閉鎖不全症

AR
	Mモード法→拡張期に僧帽弁や心室中隔の細動

カラーDoppler法→大動脈弁逆流の証明

	
	
	感染性心内膜炎

IE
	断層法

→弁膜に付着した疣贅(不定形で塊状高輝度エコーが多い)

	
	心

筋

・

心

膜

疾

患
	拡張型心筋症

DCM
	断層法･Mモード法

→左室の著明な拡大、左室壁の菲薄化･運動低下

	
	
	肥大型心筋症

HCM
	断層法→心室中隔の著明な肥厚、心室壁の肥厚

	
	
	心筋炎
	断層法→左室壁の肥厚･運動低下、左室の拡大、心膜液貯留

	
	
	心膜液貯留
	断層法→心外膜と心膜間に無エコー域or点状･塊状エコー

	
	腫

瘍
	左房粘液腫
	断層法→心腔内に充実性で有茎性の塊状エコー、

心周期に沿った腫瘍の可動性

	先

天

性

心

疾

患
	心房中隔欠損症

ASD
	断層法→心房中隔に欠損口、右心系の拡大、肺動脈の拡張

カラーDoppler法→左房から右房への短絡血流

	
	心内膜床欠損症

ECD
	断層法→房室弁側の心房中隔に一次口欠損、時に心室中隔欠損

カラーDoppler法→左心系から右心系へ流入する短絡血流

	
	心室中隔欠損症

VSD
	断層法→心室中隔に欠損口

カラーDoppler法→左室から右室への短絡血流

	
	Fallot四徴症

T/F
	断層法→大きな心室中隔欠損、大動脈騎乗、右室壁の肥厚、

右室流出路・肺動脈・左心系の狭小化

	
	大動脈縮窄症
	断層法→大動脈弓の末梢側で大動脈の狭窄

	
	完全大血管転位症

TGA
	断層法→心房心室関係は一致、

左室から肺動脈が起始(起始後に分岐がみられる)

	
	Valsalva洞動脈瘤
	断層法→Valsalva洞の異常膨隆、時に洞破裂

カラーDoppler法→Valsalva洞瘤部の短絡血流
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